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委
員
会
の
審
議
 

 総
務
課
 

�
　
移
動
通
信
用
施
設
整
備
の
内

容
と
携
帯
電
話
不
感
地
帯
の
対

策
は
。
 

�
　
東
谷
地
区
内
の
携
帯
電
話
不

感
地
帯
解
消
の
た
め
、
通
信
用

鉄
塔
を
設
置
す
る
。
そ
の
他
の

不
感
地
帯
は
、
町
の
中
心
部
の

一
部
、
岩
峅
周
辺
の
一
部
と
立

山
国
立
公
園
地
帯
の
一
部
で
あ

り
、
国
・
県
の
補
助
が
必
要
で
、

か
つ
事
業
者
の
参
画
が
重
要
で

あ
る
。
今
後
も
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。
 

�
　
防
犯
灯
の
更
新
内
容
は
。
 

�
　
７
１
２
灯
の
申
し
入
れ
が
あ

り
、
う
ち
３
５
０
灯
は
工
事
発

注
済
み
、
残
り
の
分
は
、
１６
年

度
で
対
応
し
た
い
。
 

 財
政
課
 

�
　
町
民
会
館
の
管
理
委
託
の
内

容
は
。
 

�
　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
立
山
町
商
業
協
同
組
合

と
１
８
８
０
万
円
で
管
理
契
約

し
た
い
。
委
託
に
よ
り
、
一
層

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
財
政
効
果

が
期
待
で
き
る
。
 

 企
画
情
報
課
 

�
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
状

況
は
。
 

�
　
立
山
町
５
６
・
８
％
、
上
市

町
４
８
・
１
％
、
滑
川
市
３
６
・

２
％
、
全
体
で
は
４
６
・
１
％

で
あ
り
、
今
後
も
加
入
促
進
を

図
り
た
い
。
 

�
　
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
家

庭
版
の
普
及
推
進
は
。
 

�
　
４
月
か
ら
町
内
の
２
千
世
帯

で
認
証
を
受
け
る
努
力
を
し
て

お
り
、
事
業
所
版
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
を
中
心
に
進
め
て
い
き

た
い
。
 

 建
設
課
 

�
　
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活

用
計
画
と
は
ど
の
よ
う
な
計
画

か
。
ま
た
そ
の
内
容
は
。
 

�
　
町
営
住
宅
の
中
に
は
か
な
り

老
朽
化
し
た
施
設
が
あ
り
、
ど

う
改
善
し
有
効
に
活
用
で
き
る

か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
補

助
事
業
に
よ
り
公
営
住
宅
を
改

修
す
る
場
合
、
こ
の
ス
ト
ッ
ク

総
合
活
用
計
画
の
策
定
が
不
可

欠
で
あ
る
。
 

 商
工
観
光
課
 

�
　
中
心
市
街
地
商
業
等
活
性
化

基
本
構
想
策
定
委
託
料
が
予

算
化
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内

容
は
。
 

�
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
聞
き
取

り
調
査
な
ど
を
業
者
に
委
託
し
、

そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
考
え
や
、

今
後
の
展
望
が
集
約
さ
れ
る
よ

う
な
構
想
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
 

 農
林
課
 

�
　
農
村
振
興
総
合
基
本
計
画
作

成
事
業
に
７
０
０
万
円
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業

の
内
容
は
。
 

�
　
立
山
町
の
１０
年
後
を
見
通
し

た
計
画
作
り
が
必
要
で
、
住
民

の
意
見
を
盛
り
込
む
も
の
と
、

他
の
事
業
で
対
応
す
る
も
の
に

調
整
し
、
住
民
も
参
加
す
る
審

議
会
で
基
本
計
画
を
検
討
し

た
い
。
 

 農
業
委
員
会
 

�
　
昨
年
、
農
業
委
員
会
で
耕
作

放
棄
田
を
調
べ
、
地
権
者
に
草

刈
り
を
す
る
よ
う
指
導
し
た
と

聞
い
て
い
る
が
、
今
後
も
定
期

的
に
で
き
な
い
か
。
 

�
　
大
変
効
果
が
あ
っ
た
の
で
、

今
年
度
も
２
回
程
度
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
農
地
の
有
効
利

用
が
図
れ
る
よ
う
指
導
し
た
い
。 

�
　
目
桑
・
谷
地
区
が
、
農
業
集

落
排
水
事
業
か
ら
個
別
合
併
浄

化
槽
に
変
更
す
る
と
あ
る
が
、

こ
れ
に
伴
う
個
人
負
担
金
は
、

２３
万
円
プ
ラ
ス
工
事
代
金
と
い

う
考
え
方
で
進
め
る
の
か
。
ま

た
、
伊
勢
屋
・
小
又
・
池
田
に

つ
い
て
の
計
画
は
。
 

�
　
六
郎
谷
か
ら
座
主
坊
、
及
び

池
田
地
区
は
、
平
成
１５
年
度
か

ら
立
山
町
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
個
人
負
担
に
つ

い
て
は
、
国
・
県
・
町
を
合
わ

せ
て
概
ね
４０
％
の
補
助
が
あ
り
、

６
・
７
人
槽
の
場
合
の
補
助
は

４３
万
８
千
円
と
な
り
、
残
り
は

個
人
負
担
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
指
定
地
区
に
は
、
よ
く
Ｐ

Ｒ
し
た
い
。
 

�
　
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

受
託
事
業
の
補
償
料
１
億
２
百

万
円
は
主
に
、
何
の
補
償
か
。
 

�
　
大
日
町
地
内
等
の
下
水
道
事

業
の
工
事
の
伴
う
、
ガ
ス
管
や

水
道
管
を
移
設
す
る
際
の
物
件

移
転
補
償
費
で
あ
る
。
 

立山中央小体育館の建設に向けて努力

町民会館を民間委託に中心市街地活性化に向けて予算化

文教厚生常任委員会 

総務常任委員会 

産業建設常任委員会 

新メンバーで　　積極論議

 健
康
福
祉
課
 

�
　
み
ど
り
の

森
保
育
園
の

民
営
化
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。
 

�
　
１６
年
度
は

町
で
運
営
し
、

１７
年
１
月
頃

か
ら
保
育
士

に
よ
る
引
継

ぎ
を
実
施
し
、

４
月
か
ら
民

営
化
す
る
。
 

 住
民
生
活
課
 

�
　
生
ご
み
の

堆
肥
化
事
業

は
。
 

�
　
柿
の
木
沢
地
区
は
１５
年
度
７
月
か
ら
１
３
８

戸
で
月
約
１
ト
ン
回
収
し
、
大
日
町
で
は
１６
年

２
月
か
ら
２
２
０
戸
で
月
約
２
ト
ン
を
回
収
し

て
い
る
。
集
団
回
収
す
る
と
異
物
が
入
っ
た
り

す
る
の
で
、
時
間
を
要
す
る
が
、
現
在
は
家
々

を
回
っ
て
個
別
回
収
し
て
い
る
。
 

�
　
祝
日
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て
。
 

�
　
近
年
月
曜
日
の
祝
日
が
多
く
、
１６
年
度
に
つ

い
て
は
他
の
曜
日
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
年

３
回
臨
時
収
集
を
予
定
し
て
い
る
。
 

 学
校
教
育
課
 

�
　
立
山
中
央
小
学
校
の
体
育
館
及
び
第
２
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
建
設
は
。
 

�
　
体
育
館
の
建
設
・
直
線
１
０
０
ｍ
を
確
保
で

き
る
よ
う
町
道
の
移
設
等
調
整
を
行
い
た
い
。

第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
体
育
館
を
早
期
に
建
設
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。
 

 社
会
教
育
課
 

�
　
公
民
館
職
員
の
待
遇
は
。
 

�
　
県
の
補
助
事
業
で
あ
り
週
２４
時
間
勤
務
で
あ

っ
た
が
指
導
員
と
主
事
補
に
つ
い
て
は
、
週
２０

時
間
程
度
と
い
う
県
の
指
導
も
あ
り
現
在
１８
時

間
勤
務
と
し
て
い
る
。
 

下
水
道
事
業
対
策
特
別
委
員
会
 

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
に
補
助
金


